











The Relationship between Religiosity and Happiness/Life 
satisfaction 








シンポジウム SS-094（2017 年 9 月 21 日・久留米）において発表したものに加筆修正を加えた
ものである。 
一般に、信仰心がある方が幸福度は高いとされる（多数論文あり。レビュー論文としては、
Koenig, McCullough, and Larson (2001)など）。 
最近の研究は、単に信仰心が高ければ幸福度が高いとする単純な関係のみならず、幸福概念の
多義性、国際比較の必要性などの理由から幸福概念をさらに分類した上で、さらに詳細に分析し
ている。例えば Uchida, Takahashi & Kawahara 2013 は、幸福の内容を eudaimonic happiness
（人生を生きる意味に基づく幸福感）と hedonic happiness（快不快の感覚に基づく幸福感）に
分類した上で東北大震災前後のそれぞれの幸福感を比較し、震災被害に遭った人々のことを思い




論じた調査としては、Japanese General Social Surveys (JGSS) 2000-2003 と 2005 を用いた


































える場合には 0、幸福と不幸と半々と考える場合には 5、というように質問した。 
図２ サーベイに掲載されたスケールの説明  
・幸福感（5 年後）（Happiness five years later）








それらの間を 0 から 10 の数字で回答ください」と質問する形式とした（スケールを図示し、0
から 10 までの整数を一列に並べ回答者が選びやすいようにした）。 
「幸福感（5 年後）」については、現在の幸福度を 0 とし、5 年後の幸福度の変化を（0±5）の
スケールで質問した。
（２）その他の項目
・改訂版楽観性尺度（the Revised Life Orientation Test, LOT-R）
・協調的幸福感尺度（Interdependent Happiness Scale, IHS）
・宗教心（信仰する宗教の有無、信心深さ、宗教的こころの大切さ）
  You are… 
1 very religious   （大変真剣に宗教を信じている） 
2 somewhat religious（ある程度宗教を信じている） 
3 not religious much（さほど宗教を信じていない） 









図３ 現在の幸福感（高橋報告より抜粋）  
この図３で、オランダの平均は、7.91、コスタリカの平均は 8.50、日本の平均は 7.37 である。 
（２） 
図４ 理想の幸福感 
この図４で、日本は、スケール 8（黄緑色）が 29.7％、幸せ・不幸せ半々（橙色）が 20.3％、
幸せだけ（水色）が 14.6％の順である。コスタリカの場合、幸せだけ（水色）が 44.0％、スケー
ル 8 が 28.0％、幸せ・不幸せ半々が 8.0％の順である。オランダの場合、スケール 8 が 45.7％、
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コスタリカ調査を可能とした Prof. Mariano Rojas (Universidad Popular Autónoma del Estado
de Puebla), Prof. Juan Rafael Vargas (University of Costa Rica)、オランダ調査を行うことを可
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